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第5回 障害児支援の見直しに関する検討会 提出資料  

第5トーjの椀．廿会ほ諸剰轟こより欠席のため、私の意見を資料として提出させていただき  

去す。委㍗．の岱様ノノにおかれましてほ、どうかご検討を賜り、′良二しくお取り計らいFさ  

いますようお願い小L卜げます 

Ⅰ．検討にかかる塁本的な考え方  

既存の資源の活用と面的な支援   

地域に点在化する社会資源の個々の機能を見直し、併せて相互の連携について検討す   

ることにより、面的な支援体制を構築する。  

L甥辻旦竺一咄   

障害児支援のための施設・在宅サービス（児童デイサービス）等は、「場」ではなく「活   

動」としてとらえ直すことにより、地域の多様な場に出向いて支援を展開する可能性   

を検討する。  

摩す㌻画義隻昼型室壁画   

児童期における家庭・地域生活の豊かさを追究し、その継続性・持続性を最大限に高   

めるための家族支援が、家族の危機を回避し、加齢児問題の予防にもつながる。  

Ⅰ．提案事項（意見）  

【母子保健事業】  

○乳幼児健診に戸育て支援や障害児支援等の専門職が出向き、直接的に障害児の保護者   

との接触を図ることにより、多様なサービスへのエントリーとしての機能を高める。  

○ド上了一保健事業の一環として、障害児通園施設や児童デイサービス、子育て支援等の専   

門職の協力を得て、中間支援（発達教室、療育グループ等）を開催する。  

【子育て支援事業】  

○児童福祉法の理念に沿って、保育所、幼稚園、放課後児童クラブ等における障害児の   

受け入れを推進し、併せて職員の加配要件について見直す。   



○地域イー育て丈援拠一・甘辛業の地域支接活動（地域の子育て力を高める取り組み）に、乳   

幼児健診への職員の派遣やH張ひろJfの開催を含める。  

【児童デイサービス、障害児通園施設】  

○児童デイサービスは身近な療育施設としての機能を明確化し、補助単価等の向卜に上   

ってNI－（）等〝）多様な供競i三体ノ）参人をlぎ】り、さらに量的整備を推進するユ  

〔〕人【1が少ない地域における〃量デイサービスの整備を図るため、保育所や′芋校等の本   

体施謂V）空き室を利川したさらに小規模型（定員5人程度）の類型を新たに設ける   

その際、定員規模に応じて職員の配置要件等を緩和する。  

○幼県期・学童期の放課後支援（長期休暇を含む）については、隣接する学校、「育て   

支援事業、児童館との交流事業を新たに取り入れ、そのための加配要件等を設定する、  

0障苫児通園施設には、J′イ㌻て支援事業に対する訪問療育や職員へのコンサルテーショ   

ンなどの機能を付加し、そ〃）ための加配要件を設定する。  

○障害児通園施設には、付r・分離後の保育所あるいは退園後の学校等への移行を促進す   

る機能を付加する．、  

【障害児（入所）施設】  

○障害児施設についてはやむを得ない特別な事情を除いて入所期間の短期化を図り、   

方で特に重度障害児への在宅医療や集r†1的な在宅介護を担う中核的ステーションとし   

ての機能を強化する。  

○養護系施設（児童養護、乳児院、情短施設等）において養護問題を抱える障害児の入   
障害児施設 所事例が増加していることから、による養護系施設への定期的な訪問療育   

や職員へ（7）コンサルテーションを行う。  

【児童相談所等の相談支援】  

○児童相談所、発達障害者支援センター、障害児等療育支援事業については、地域の社   

会資源の連携体制の形成とケースマネジメント機能を明確化する。  

○障害児等療育支援事業については身近な相談及びケースマネジメント機関として、国   

庫補助の復活についても検討する。  

以上、宜しくご検討の程お願いいたします。  
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障1iごリ上友ほ〃）兄直Lに†是」する椀「テ寸会  2り（）H．（）わ．二う（）．川質料  

仝＝木下をつなぐ育†Jk会  

1．学齢期・青年期の支援策について  

（1）放課後・長期休暇支援  

①目的   

・安心、安仝な居場所つく り   

・家庭牛活で〃）体験不足補完  

隼齢によらない仲l～りつく り   

・社会人／＼び）準備（擬似就ウJ’体験による職業イメージっく り、対人関係スキルの構  

築）   

・／＝璃のリ ズムつく り   

・家族支援（働きながらのr一缶て、拗／一問係支援）  

②場所  

′卜学校における乍き教宅での事業実施の促進、  

⇒小学／iミには移動にともなう狩川や危険がない  

小・高校／仁にはfこ土校に帰ってきて興隼齢との交流が・寸能になる〔〕   

・既存施策の拡允、強化  

（［】中 一時支援、放課後児童クラブ、放課後イーども教室、児童デイサービス）  

⇒文部科学省、厚生労働省（雇用均等・児童家庭局、障害保健福祉部など）の連  

携により、「場」の確保だけでなく場が果たす「機能」について役割分担や協力  
を検討  

（2）青年期の支援  

1目的   

・高等部卒業後の、「大人としての自分づく り」   

・職業スキルの獲得  

高等部での積み残しへのアプローチ（身辺†十立や対人関係スキル、社会の仕組み  

の理解など）   

・自立生活体験   

・サービス利用の仕方を習得  

②場所   

・コミュニティカレッジの設置   

（地域の資源状況に応じて、公民館・大学・ 市役所等を利用）   




